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１．はじめに 

従来、道路管理の高度化、効率化を目的として、

路側に設置されたカメラで撮像された画像を解析

する技術を用いて、異常事象や交通状況を把握す

る取り組みが進められてきた。一方、近年、交通

安全等を目的として車載カメラを搭載する車両が

増加することが見込まれており、そのような車載

カメラから得られる画像情報と位置測位情報を合

わせた画像プローブ情報等を用いて、前方路面の

乾湿判定を行う技術の研究1)、スマートフォンと

の組み合わせにより常時記録アーカイブを構成す

るドライブレコーダシステムの構想に関する研究

2)等が行われている。本稿では、画像プローブ情

報を、画像解析技術、情報通信技術と組み合わせ、

道路管理者が活用することにより道路管理の高度

化を図るITSの取り組みの概要を紹介する。 

 

写真１ バックミラー部へのカメラ装着例 

２．画像プローブ情報を活用する場合の概念モデ

ル  

画像プローブ情報を活用する場合の概念モデル

を図１に示す。モデルは４つの機能部分から構成

される。第1に画像情報、位置測位情報を得る「デ

ータの取得」、第2に得られたデータを用いて事象

判定・検知を行う「事象判定・検知」、第3に取得

されたデータあるいは事象判定・検知結果を伝送

する「データの伝送」、第4に、伝送されたデータ

を道路管理の高度化に活用する「データの管理・

活用」である。このうち「事象判定・検知」は用

いる技術、要求機能要件に従い、車載装置側かセ

ンター側かのどちらかで行われることとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 概念モデル図と技術的課題例 

３．今後の取り組み 

今後は、画像プローブ情報を用いて道路管理の

高度化を図るために、概念モデルのそれぞれの部

分における技術的な課題を整理し、課題解決のた

めの研究開発に取り組むとともに、画像プローブ

情報のセキュリティ、プライバシーの考え方や、

道路管理に活用するためのビジネスモデルの検討

を合わせて実施していくこととしている。 
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１．はじめに 

高度情報化研究センターは、国及び地方公共団

体が行う交通計画の立案等の効果的な支援策とし

て、ITを活用した多様な動線データの取得・活用

方法を研究している。2011年は、バス停留所付近

の走行改善の計画立案及び小規模な道路改良の効

果把握の場面に着眼し、バスICカード及びプロー

ブカーの動線データの活用方法の研究を行った。 

２．バス停付近の走行改善策の立案における活用 

バスICカードの動線データを用いて、さいたま

市内の全バス停（1,116箇所）から利用者数の多い

上位30位を抽出し、バスの利用状況（通勤時間帯、

休日の利用率等）等の実態を整理した。これに、

プローブカー（一般車）の動線データを加え、バ

スと一般車の走行性（平均旅行速度や変動）の実

態を整理した。バス及び一般車の旅行速度から停

留所の走行阻害発生率を算出し、現地状況と比較

検証した結果、その有用性を確認できた（図1参照）。

分析結果を交通計画の立案で活用しやすいように、

停留所別の交通実態をカルテ形式で整理（見える

化）した。 

３．道路整備効果の検証 

右折帯を60m延伸した交差点改良を対象に、2種

類の動線データを用いて発現効果を計測した。具

体的には、バスICカード及びプローブカーの動線

データから時間帯別、日別時間帯別や月別の平均

旅行速度及びバスの平均旅行速度の分布（図2参

照）等を算出し、右折車の先詰まりが解消し、バ

スの定時性向上や左折車の走行の円滑化の効果が

発現していることを確認した。 

４．おわりに 

本研究により、複数の動線データを組み合わせ

た分析の交通計画等への活用可能性が確認できた。

今後は、バスICカードやプローブカーに加え、携

帯電話から取得できる動線データも含めた活用方

法を検討していきたい。 
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図１ 走行阻害箇所の抽出例 

 

図２ 交差点改良によるバス走行速度分布の変化 
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